
災
害
に
も
っ
と
関
心
を
持
と
う

 

市
地
域
防
災
計
画
の
一
部
を
改
正

　
地
域
防
災
計
画
と
は

　

国
の
中
央
防
災
会
議
で
作
成
す

る
防
災
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
市

町
村
が
、
作
成
お
よ
び
修
正
す
る

計
画
の
こ
と
で
す
。

　

計
画
で
は
、
市
、
県
、
地
方
行

政
機
関
や
公
共
機
関
な
ど
の
各
防

災
機
関
が
、
市
の
地
域
に
係
る
防

災
の
万
全
を
期
す
る
た
め
に
必
要

な
災
害
予
防
、
災
害
応
急
対
策
お

よ
び
災
害
復
旧
に
関
す
る
事
項
を

策
定
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市

民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を

災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
計
画
で
す
。

　
必
要
に
応
じ
見
直
し

　

災
害
対
策
基
本
法
で
は
、
地
域

防
災
計
画
に
検
討
を
加
え
、
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ

を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
国
の
中
央
防
災
会
議
が

23
年
12
月
に
開
か
れ
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
防
災
基
本
計
画
の
修
正

が
行
わ
れ
、
こ
の
決
定
を
受
け
、

市
は
、18
年
３
月
の
計
画
策
定
後
、

初
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

市
で
想
定
す
る
災
害

　

本
市
は
、
西
に
八
幡
平
、
南
に

岩
手
山
を
臨
み
、
松
川
や
安
比
川

が
流
れ
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
同
時
に
、

自
然
災
害
と
向
き
合
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
意
味
し

て
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
地
理
的
条
件
、
過

去
に
発
生
し
た
被
害
状
況
を
参
考

に
し
、
次
の
災
害
を
想
定
し
て
、

計
画
の
作
成
お
よ
び
修
正
を
行
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
災
害
発
生
時
の
緊
急
避

難
場
所
は
、
上
の
表
の
と
お
り
で

す
の
で
、確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
害

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
河
川

改
修
な
ど
の
対
策
に
よ
り
、
水
害

の
危
険
性
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
の
気
象
変
化

に
伴
い
、
局
所
的
な
豪
雨
に
よ
る

被
害
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
地
震
災
害

　

地
震
は
、
予
知
で
き
な
い
突
発

的
な
災
害
で
あ
り
、市
は
、阪
神
・

淡
路
大
震
災
級
の
被
害
量
を
想
定

の
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

■
火
山
災
害

　

現
在
は
、
大
き
な
活
動
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
岩
手
山
は
、
歴
史

的
に
見
て
、
噴
火
を
繰
り
返
し
て

き
た
活
火
山
で
す
。
被
害
を
抑
え

る
に
は
、
警
戒
を
怠
ら
な
い
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

　

市
は
、
大
き
く
分
け
て
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
見
直
し
ま
し
た
。

❶
火
山
災
害
予
防
計
画
の
独
立

　

火
山
災
害
予
防
を
ひ
と
つ
の
計

画
と
し
て
、
独
立
し
て
策
定
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
気
象
庁
な
ど

か
ら
の
警
報
・
情
報
に
対
し
、
警

戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

❷
通
信
情
報
対
策
の
充
実

　

市
で
は
、
衛
星
携
帯
電
話
の
活

用
計
画
を
定
め
、
通
信
確
保
に
努

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
で
も
、
衛
星
携
帯
電
話
は

非
常
に
有
効
で
、
市
が
保
有
す
る

２
台
の
衛
星
携
帯
電
話
の
活
用
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

❸
復
興
計
画
の
明
文
化

　

従
来
の
計
画
で
は
、
復
旧
計
画

ま
で
し
か
策
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、

災
害
発
生
前
の
状
態
へ
戻
す
だ
け

で
は
な
く
、
再
度
の
災
害
に
備
え

た
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
防
災
の
力
を
高
め
る

　

地
域
防
災
計
画
は
、
多
く
の
項

目
で
構
成
さ
れ
、
１
０
０
ペ
ー
ジ

を
超
え
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
は
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
、

全
体
的
な
防
災
力
を
高
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
初

期
の
活
動
に
は
、
市
民
の
「
個
」

の
防
災
力
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

施設名 対象地域
安代林業ｾﾝﾀｰ 安比
細野地区活性化ｾ
ﾝﾀｰ 豊畑、黒沢、赤坂田、

安代寄木、扇畑畑生活改善ｾﾝﾀ
ｰ
安代老人憩の家 松木田、小屋畑
中央生活改善ｾﾝ
ﾀｰ 新町1・2・3区

健康増進ｾﾝﾀｰ
高畑、新町4・5・
6区、雇用促進住
宅

若者総合活動ｾﾝ
ﾀｰ

新町7・8区、向久
保

安代小学校 清水1・2・3区、
曲田住宅

安代中学校
曲田、横間、保土沢・
有矢野、小柳田、
五日市、目名市、
戸沢

五日市生活改善ｾ
ﾝﾀｰ

川原、日影、湯の沢、
繋沢

浅沢神楽伝承館
岩屋、石神、中佐
井1・2・3・4、岩
木、土沢

田山多目的グﾗｳ
ﾝド管理棟

杉沢、栗木田、平又、
長者前

田山公民館
田山体育館

苗代沢、姥子石、
田中・矢神、矢神住
宅、新興通

田山小学校
上川原、上田山、
鳥居元、沢口本町、
下田山、下川原、
愛の山

田山中学校
石名坂1・2・3区、
折壁1・2・3・4
区、日泥、切通、
瀬の沢

舘市生活改善ｾﾝ
ﾀｰ

戸鎖、佐比内、舘市、
兄川、下・中・上兄
川

施設名 対象地域
大花森分館

松尾

時森分館
中松尾集落ｾﾝﾀｰ
谷地中分館
松野小学校
鷲連寺
松尾ｺﾐｭﾆﾃｨ
ｾﾝﾀｰ

野駄

松尾柔剣道場
森子集落ｾﾝﾀｰ
野駄分館
総合福祉ｾﾝﾀｰ
山道集落ｾﾝﾀｰ
中沢分館
前森集落ｾﾝﾀｰ
松尾中学校

松尾寄木

寄木小学校
北寄木分館
南寄木分館
新田分館
上寄木分館
柏台小学校

畑、柏台、金沢、緑ヶ
丘・温泉郷

畑分館
柏台分館
金沢分館
安比高原集会所 安比

施設名 対象地域

西根中学校 上町の一部、仲町
の一部

大更ｺﾐｭﾆﾃｨ
ｾﾝﾀｰ

駅前一区、駅前二
区の一部、上町の
一部、仲町の一部

大更小学校

駅前二区の一部、
下町一区～三区、
松川、雇用促進、
山後、両沼、五百
森

東大更小学校 岡村、山子沢、大
石平、中関

旧渋川小学校 渋川、渋川開拓、
白屋

西根地区市民ｾﾝ
ﾀｰ 北村、間羽松

田頭ｺﾐｭﾆﾃｨ
ｾﾝﾀｰ 舘腰、町組

田頭小学校 中村、高宮、薬師

平笠小学校 上平笠、中平笠、
下平笠、南平笠

平舘農村ｾﾝﾀｰ 東、大久保
平舘高等学校 共新

平舘小学校
小福田、大泉、駅前、
わし森、椛沢、笹目、
松久保、山崎の一
部

西根第一中学校 山崎の一部、堀切、
川原目、上関

寺田小学校 新田、野口、寺田、
土沢

荒木田地域体育館 荒木田、舘沢
若谷地野菜栽培管
理ｾﾝﾀｰ 若谷地

緊急避難場所一覧
自分の地域の緊急避難場所を確認してください。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
だ
け
で
は

な
く
、
全
国
の
防
災
に
対
す
る
意
識
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
市
は
、
国
や
県
の
計
画
見
直
し
を
受
け
、
市
地
域

防
災
計
画
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■西根地区

■安代地区

■松尾地区

平成19年９月17日に安代地区を襲った集中豪雨は甚大な被害を及ぼしました

特集　地域の防災を考える
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自
主
防
災
の
心
構
え

　

ひ
と
た
び
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
時
、
国
や
県
、
市
の
対
応

（
公
助
）
だ
け
で
は
、
安
全
の
確

保
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
、「
自

分
の
身
を
自
分
で
守
る
こ
と（
自

助
）」
と
「
地
域
の
人
々
が
集
ま
っ

て
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、

防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と（
共

助
）」
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
自

助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
連
携
が
、

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す（
左
図
参
照
）。

　
地
域
防
災
力
の
向
上

　

市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て

「
公
助
」
の
機
能
を
高
め
て
い
く

な
か
、「
自
助
」
と
「
共
助
」
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
答
え
の
ひ
と
つ
が
、「
自

主
防
災
組
織
」
の
活
動
で
、
こ
れ

は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
へ
と
直

結
す
る
も
の
で
す
。

　
組
織
の
役
割
と
活
動

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
災
害
に

対
し
て
、
隣
近
所
の
人
々
と
役
割

分
担
し
な
が
ら
、
力
と
心
を
合
わ

せ
て
助
け
合
う
自
発
的
な
防
災
組

織
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

新
た
に
組
織
を
結
成
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
既
に
あ
る
自
治

会
な
ど
を
基
本
と
し
て
、
活
動
を

兼
ね
る
も
の
が
一
般
的
で
す
。

　

結
成
に
は
、
組
織
を
取
り
ま
と

盛
り
込
む
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
活
動
も
有
効
で
す
。

■
災
害
時
の
活
動

▼
情
報
の
収
集
お
よ
び
伝
達

　

正
確
な
情
報
の
把
握
と
伝
達
、

避
難
経
路
の
指
示
な
ど

▼
消
火
・
救
出
活
動

　

出
火
し
た
際
の
初
期
消
火
や
延

焼
防
止
、
災
害
時
要
援
護
者
の
救

出
・
救
護
活
動
な
ど

▼
避
難
所
の
開
設
・
運
営

　

食
糧
や
飲
料
水
の
供
給
、
生
活

場
所
の
確
保
な
ど

　

い
ず
れ
も
災
害
発
生
時
の
初
期

活
動
と
な
る
も
の
で
す
。
自
身
の

安
全
の
た
め
に
も
、
公
助
と
な
る

消
防
機
関
や
医
療
機
関
が
到
着
し

た
場
合
は
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て

活
動
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
他
団
体
と
連
携
強
化

　

自
主
防
災
組
織
の
み
で
は
、
あ

る
程
度
の
活
動
範
囲
に
と
ど
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
他
団

体
と
の
活
動
と
連
携
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
相
互
の
得
意
分
野
で
防

災
力
を
補
完
し
合
う
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

消
防
団
や
学
校
、
隣
接
地
区
の

自
主
防
災
組
織
と
連
携
を
図
る
こ

と
で
、
実
施
困
難
で
あ
っ
た
活
動

や
新
た
な
防
災
知
識
の
習
得
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

活
動
の
維
持
目
指
す

　

地
域
の
防
災
力
を
支
え
る
の

は
、
災
害
へ
の
関
心
で
す
。
防
災

へ
の
意
識
を
持
ち
続
け
る
た
め
に

も
、
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な

り
、
活
動
の
維
持
を
目
指
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
地
域
防

災
計
画
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の
防

災
活
動
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

防
災
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市

役
所
総
務
課
消
防
防
災
係（
☎
・

内
線
１
２
３
３
、１
２
３
４
）ま
で
。

め
る
会
長
と
、
そ
の
下
に
構
成
員

を
編
成
し
た
上
で
、
防
災
計
画
と

年
間
の
活
動
計
画
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

組
織
の
活
動
は
、「
日
常
の
も

の
」
と
「
災
害
時
の
も
の
」
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

■
日
常
の
活
動

▼
防
災
知
識
の
広
報
・
啓
発

　

防
災
に
関
わ
る
講
習
会
・
研
修

会
へ
の
参
加
や
、
チ
ラ
シ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど

▼
地
域
の
災
害
危
険
の
把
握

　

地
域
内
の
災
害
危
険
区
域
や
避

難
経
路
を
記
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど

▼
防
災
訓
練

　

情
報
収
集
訓
練
、
消
火
訓
練
、

救
出
・
救
護
訓
練
な
ど
の
実
施
。

ま
た
、
一
連
の
流
れ
で
実
施
す
る

総
合
訓
練
な
ど

　

日
常
の
活
動
は
、
多
岐
に
わ
た

る
も
の
が
多
く
、
正
解
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
実
情
に
沿
う
活
動

を
日
頃
か
ら
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
地
域
を
親
子
で
散
歩

し
な
が
ら
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ

く
り
や
、
学
校
や
地
区
の
運
動
会

に
防
災
の
要
素
を
含
ん
だ
競
技
を

  
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う

市消防団

 高橋守男  団長

八幡平消防署

 宮野弘幸  署長

―
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
に
つ

い
て

　

現
在
、
地
域
に
は
退
職
消
防

団
員
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
人
材
を
核
に
自
主
防

災
組
織
を
つ
く
っ
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
自
主
防
災
組
織
と
消
防
団
と

の
活
動
の
違
い
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
は
、
現
役
世
代
が

多
い
の
で
、
日
中
の
活
動
に
は

空
白
時
間
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
は
そ

の
空
白
時
間
を
補
え
る
存
在
だ

と
思
い
ま
す
。
消
防
団
と
自
主

防
災
組
織
は
、
自
分
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
原
点

は
同
じ
だ
と
感
じ
ま
す
。
課
題

は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
行
政
と

市
民
、
消
防
団
が
連
携
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

―
盛
岡
広
域
管
内
の
自
主
防
災

組
織
に
つ
い
て

　

管
内
の
市
町
村
で
は
、
地
区

町
内
会
単
位
で
結
成
し
て
い
る

例
が
多
い
で
す
。
全
国
に
目
を

向
け
る
と
、
地
震
へ
の
意
識
が

高
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、

東
海
地
方
の
県
で
は
、
自
主
防

災
組
織
が
90
㌫
以
上
の
世
帯

を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

―
消
防
署
が
自
主
防
災
組
織
に

協
力
で
き
る
こ
と

　

自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な

り
、
消
防
署
へ
ご
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
、
基
本
的
な
訓
練
か

ら
、
実
際
の
災
害
を
想
定
し
た

訓
練
ま
で
対
応
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
災
害
時
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に

も
、
正
し
い
知
識
と
技
術
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　以下のホームページで
は、防災や自主防災組織の
活動に関する情報を発信し
ています。
■内閣府
▶防災情報
http://www.bousai.go.jp/
▶自主防災組織について
http://www.udri.net/portal/
index.htm
■消防庁
▶防災情報
http://www.fdma.go.jp/
▶防災に関する e‐ラーニ
ング
http://www.e-college.fdma.
go.jp/

防災に関する情報

特集　地域の防災を考える

自助

公助

共助
自分の身を自分の

努力によって守る

地域や近隣の人が

互いに協力し合う

国や県、市などの行政、

消防機関による救助や

援助など

災害時の

被害を抑える

自主防災組織での活動

トップに聞く
　火災だけではなく、災害時
にも最前線で指揮を執る消防
署と市消防団。それぞれの組
織と自主防災組織との関係に
ついて聞きました。

図：自助・共助・公助の連携イメージ

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
防
災
知
識
の
習
得
を
心
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う

（
23
年
９
月
25
日
、
市
火
災
防
御
訓
練
＝
寺
田
小
学
校
体
育
館
）
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